
島根県公共事業再評価 対応方針（案） 作成日 平成２８年 ７月

番 事業概要・事業主 事業の進捗状況 事業採択時の状況及び社会情 事業効果 環境への配慮 今後の県の方針案
号 体等 勢の変化等 事業を中止した場合の影響

（事業概要） （事業採択・着手・完了予定年 （事業導入の経緯・目的） （費用対効果） （生活環境・自然環境への影響） （継続・中止）
（事業主体の根拠） 度、経過年数） （事業を取り巻く社会情勢） （コスト縮減・代替案等） （事業を中止した場合の影響）

（進捗状況と今後の見込み） （事業に対する地元情勢・計画の熟度） （その他の効果）
（事業名・地区） （事業採択・着手・完了予定年 （事業導入の経緯・目的） （費用対効果） （生活環境・自然環境への （方針案）

５ 寄居谷川 度、経過年数） 寄居谷川は、島根半島北山山地を Ｂ／Ｃ＝ 10.83 影響） 継続
防災安全交付金事 事業採択年度 流域 0.3km2 の土石流危険渓流で、氾 特記事項無し
業（通常砂防事業） 平成１４年度 濫想定区域には、人家 72 戸の他、一 （コスト縮減・代替案等） （継続・中止の理由）

用地着手年度 般県道十六島直江停車場線、集会施 ・再生資源の積極的な利 （事業を中止した場合の影響） 本流域は山腹の崩壊や
（事業位置） 平成１６年度 設などがある。本流域の上流部は急 用を行いコスト縮減を図 現在、工事用道路を整備 渓流の浸食が著しく、荒
出雲市十六島町 工事着手年度 峻な渓谷となっており、過去の豪雨 る。 中で、２号砂防えん堤には、廃が進んでおり、集中豪

平成１９年度 を受け点検を行ったところ、一部山 H ２９年度着手予定であ 雨等により土石流が発生
（事業費） 完了予定年度 腹崩壊が確認された。再点検を行っ ・工事用道路について、 る。 した場合、大きな被害を

542,000千円 平成３１年度 たところ、既設の砂防えん堤がほぼ 他事業（風車事業）と調 １号砂防えん堤（既設） もたらすこととなる。
経過年数：１５年 満砂状態にあることが判明し、当該 整し、工事用道路の 45% 及び３号えん堤（Ｈ２６年 保全対象には人家、一

（事業概要） 渓流について、再検討を行ったとこ を他事業で行い、コスト 完成）のみでは、想定され 般県道十六島直江停車場
砂防えん堤 2基 （進捗状況と今後の見込み） ろ、既存の砂防えん堤 1基のみでは、 縮減を図った。 る土石流に対し、満足でき 線、十六島集会所（災害
(高さ)×(長さ) ・進捗率： ６３％ 予想される流出土砂に対して不十分 る補足効果がなく、事業が 時避難所）などが存在し、
② 9.0m× 36.8m ・用 地：１００％ であることが判明した。 中止された場合は、下流の 民生の安定に必要不可欠
③ 8.0m× 37.8m ・工 事： ５２％ 今後の集中豪雨等によって土石流 （その他の効果） 氾濫想定区域に土砂が流出 な事業である。また、一
渓流保全工 が発生する危険性が非常に高く、土 ・ライフライン機能の保 するおそれがあり、人命、 般県道十六島直江停車場

L=79.7m ・３号砂防えん堤 石流が発生した場合、人家や道路を 全（電気、電話線、水 家屋、道路等への土石流被 線の機能が保全されるこ
平成２６年度完了 直撃し大きな被害をもたらす可能性 道等） 害が防止できなく、地域社 とにより、防災機能の確

（事業主体の根拠） があるため対策の必要が生じた。 ・土砂災害に対する地域 会、経済に与える影響は甚 保、地域経済活動の安定
砂防法第５条 ・２号砂防えん堤 （事業を取り巻く社会情勢） 住民の不安感の軽減 大である。 化・発展、観光振興を図
砂防指定地内に 平成３０年度完了予定 当事業を行うことは、地域住民の ・定住化の促進（地域に る上での効果も大きい。

おける砂防設備の 安全で安心できる生活基盤の確保は おける人口減少の歯止 事業採択当時から周辺
都道府県知事によ ・渓流保全工 もとより、観光資源や交通の保全の め） の土地利用等に大きな変
る管理、工事、維 平成３１年度完了予定 役割も担っており、地域経済の安定 化はなく、依然として土
持等の義務 にも大きく寄与するものと期待され 石流発生の危険性が高い。

る。事業採択当時から現在にいたる 事業を継続して実施す
（再評価区分） まで周辺の土地利用等大きな変化は る必要がある。
④再評価後５年経 ない。
過し継続中 （事業に対する地元情勢・計画の熟

度）
（担当部課名） 近年、土砂災害の発生件数が増加
土木部砂防課 してきており、本流域の住民は土砂

災害の不安を非常に強く感じている
ため、早期完了を熱望されている。
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寄居谷川 防災安全交付金事業

（通常砂防事業） 位置図

寄居谷川

（出雲市十六島町）
1号砂防えん堤

（S40年度施工済）

2号砂防えん堤3号砂防えん堤

（H26年完成済）

渓流保全工
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寄居谷川 防災安全交付金事業

（通常砂防事業） 平面図

凡　　例

被害想定区域

流　域

写真撮影箇所番

1号砂防えん堤

（S40年度施工済）

H=7.5m

L=34.0m

3号砂防えん堤

H=8.0m

L=37.8m

V=1,670m3

2号砂防えん堤

H=9.0m

L=36.8m

V=1,084m3
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渓流保全工

L=79.7m 
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寄居谷川 防災安全交付金事業
（通常砂防事業） 写真

流域

被害想定区域

【保全対象】

人家72戸
県道50m

市道260m

林道80m
集会施設2箇所

①流域全景

②１号砂防えん堤（既設）

③保全対象（県道十六島直江停車場線）

⑤保全対象（上流より）

⑥３号えん堤

④保全対象（十六島集会所；避難所）

⑦２号えん堤（イメージ）


